
 

 

 

 

 

 

聖 句 ：空の鳥をよく見なさい。種も蒔かず、刈り入れもせず、倉に納めもしない。 
     だが、あなたがたの天の父は鳥を養ってくださる。    (マタイによる福音書 ６章２６節) 

保育目標：０歳児 ・保育者に見守られる中で、周りのものや人に興味を持ち関わろうとする。 
     １歳児 ・自分の周りの様子に気付いて、関わろうとする。 
     ２歳児 ・感じたことをことばで表そうとし、共感してもらえる喜びを味わう。 

３歳児 ・水・泥・自然に触れることを楽しみ、様々な体験をする。 
     ４歳児 ・興味を持ったことを繰り返し楽しむ。神さまからいただいた身体を大切にする。 
     ５歳児 ・友だちとの関わりの中でやり直すことや仲直りする経験をする。 

・神さまからいただいた身体を大切にする。 

２０２３年 ６月号 
関東学院六浦こども園 

みずからのために道しるべを置きみずからのために標柱をたてよ （エレミヤ３１：２１） 

人になれ 奉仕せよ 

青々と茂った新緑の木が風に揺られて、過ごしやすい季節になってきましたね。 

園庭では、年長中さんがサッカーをしたり、砂場で泥団子を作ったり、水遊びを楽しんだりする姿を、新入園

の子どもたちが興味深げに眺めながら、先生とじっくりと遊んでいる姿も見られるようになりました。 

2歳のつばめ組の子どもたちも新しい環境に戸惑いつつ、保育者や一緒に進級した友だちと関わり合う中で、

それぞれ興味のあることを見つけて夢中になって遊んでいます。 

ある日、３階のホールへ行き好きな色のフラフープを並べて電車のように中に入って遊んだり、転がして倒れ

る様子を楽しんだりして、それぞれが自分で考えて遊んでいました。 

私が腰で回すのを見て、A ちゃんが真似しようとすると、その様子を見た B ちゃんが、A ちゃんのフラフー

プを使おうと引っ張ってしまいました。Ａちゃんは「Ａの！」と怒るのですが、Ｂちゃんは気にせず、フラフ

ープの中に入って遊ぼうとします。少しの間引っ張り合いが続くと、Bちゃんが「クルクルするね」と言いま

した。でも、A ちゃんはもちろん納得がいきません。「A の！」と、一生懸命言葉で伝えて返してもらおうと

しています。 

私は「Aちゃん使っていたよね。」とAちゃんの気持ちを代弁しつつ仲介しようとしますが、Bちゃんは「ち

ょっと、くるくるするの！」と訴えます。そして難しい顔をしながら黙って手を離さないAちゃんに対して、

「引っ張らないで‼」と、今度は B ちゃんが怒り出しました。そこで私は「これ、使いたかったの？」「急に

引っ張ったから、困っているみたいだよ。貸してって言ってみたら？」と言ったり、Aちゃんにも「返してっ

て言ってみる？」など解決の糸口を探そうと言葉を添えてみるのですが、当の二人は平行線のまま。すると、

我慢の限界に達したAちゃんが強く引っ張った拍子にフラフープの中に・・・！ （あっ‼）と思ったのです

が、A ちゃんが「あれ？はいっちゃった⁉」とニコッと笑うので、二人は笑い出してしまいました。そしてＡ

ちゃんがフラフープを離すと、Bちゃんは、くるっと回して使い、「はい」とAちゃんに返してくれました。 

「ありがとう」というＡちゃん。今までのことがなかったように、またほかの子たちと一緒に遊び始めました。 

「あれ？もういいの？」と、思わず口に出てしまうような、拍子抜けの出来事でした。この時、二人の間に「貸

して・・・いいよ」と言うやりとりがあったわけでもなく、私が別のものを持ってきたから満足したというわ

けでもありません。偶然の出来事に思わず笑ってしまい、その顔を見てうれしくなってしまったのでしょう。

一緒に大きくなってお互いを知り合っているからこそ生まれてくるお互いを思う気持ちを垣間見ることがで

き、うれしい気持ちになりました。 

まだ“相手”のことよりも“自分”でいっぱいという子どもたちです。その思いを様々な形で相手に伝えたり、

相手の思いを知ったりする中で、色々な関わり方を経験してほしいと思っています。日々その手助けをしてい

る私たちは、その答えが一つではなく、形あるものだけでもなく、子どもたちの中にあるのだなと実感する毎

日を過ごしています。                    

主 任    星野 陽子 


